
第39回海洋開発シンポジウム
2014 年6月26日［木］─27日［金］

	 （3）参加費・受付：		7,000円、シンポジウム会場総合受
付にてお申し込みください。

9．見 学 会：   （1）日　時：	6月27日（金）13:00〜15:30
	 （2）見学場所：		新潟西港、新潟西海岸、新潟沈埋トン

ネル左岸立坑、水理実験場
	 （3）参加費・受付：		無料、海洋開発委員会ホームペー

ジでご案内します。
	 （4）定　員：20名程度

※  プログラム等の詳細につきましては、土木学会海洋開発委員会ホーム
ページをご覧下さい。（http://www.jsce.or.jp/committee/ocean/）

※  本シンポジウムは、土木学会CPD（継続教育）プログラムとして認
定されています。

※ 問合せ先：土木学会事務局 研究事業課（担当：岩西）
TEL03-3355-3559

1．主　　催：土木学会（担当：海洋開発委員会）
2．後　　援：国土交通省北陸地方整備局、新潟県、新潟市
3．開催期日：2014年6月26日（木）〜27日（金）
4．会　　場：  朱鷺メッセ（新潟市中央区万代島6番1号）	

http://www.tokimesse.com/
5．参加方法：  参加無料、自由参加（事前の申込は不要です。当日会場

へ直接ご来場ください。）
6．講 演 集：  講演集（CD-ROM媒体）は、委員会ホームページにて事

前販売および当日販売いたします。
	 価格：2,000円（消費税、送料込）
7．発表時間：1論文15分（発表10分、討議5分）
8．懇 親 会：   （1）日　時：6月26日（木）　18:00〜
	 （2）場　所：		新潟グランドホテル（朱鷺メッセからは信

濃川を挟んで対岸になります）	
朱鷺メッセ1階の信濃川サイドのデッキか
ら17:00に水上バスが出ます。

【発表者のみなさまへ】
（1）発表時間は，1論文15分（発表10分，討議5分）です．
（2）発表方法は，会場に用意されたパソコンとプロジェクタによるプレゼンテーションのみとします．（OHP等不可）
（3）プレゼンテーションソフトは，「Microsoft	Power	Point2010」です．
（4）パソコン再生の互換性が低い動画ファイル（*.mpg,	DivX）等の使用は控えて下さい．再生されない場合があります．
（5）		発表前の休憩時間に，会場に設置されたパソコンに，USBメモリ（各自持参）を使って，発表用ファイルをコピーして下さい．（CD-R,	MO等

不可）
【注意事項】		二日目の各会場第一セッションは，開場からセッション開始まで時間が短いので，出来るだけ一日目の休憩時間や昼食時間に発表ファ

イルをコピーしてください．
（6）各自持参のUSBメモリは，ご自身のパソコンで【ウィルスチェック】を事前に行って下さい．

1日目：2014年6月26日（木）
時　間 第１会場

（3階301）
第２会場
（3階302	B）

第３会場
（3階302	A）

第４会場
（2階201	B）

第５会場
（2階201	A）

9:30	−			9:35 開会挨拶

9:35	−	10:55 海洋における防災 津波の浸水・遡上解析 海洋構造物の
施工技術･維持管理

海氷と漂流物 水域環境の調査

11:05	−	12:35 海洋エネルギー1 津波避難対策 沿岸の調査技術 耐震設計 海域の生態系

12:35	−	13:35 昼休憩

13:35	−	15:05 海洋エネルギー2 津波数値計算の高精度化 海岸侵食 土質・基礎 海域の生態系

15:15	−	16:35 特別セッションS-1
洋上風力発電の実用化へ向けて

特別セッションS-2
東日本大震災による海洋環境の変化

2日目：2014年6月27日（金）
時　間 第１会場

（3階301）
第２会場
（3階302	B）

第３会場
（3階302	A）

第４会場
（2階201	B）

第５会場
（2階201	A）

9:00	−	10:20 港湾計画 津波波力1 海浜変形1 海底地盤の改良 干潟

10:30	−	11:50 海域の波と流れ 津波波力2 海浜変形2 地震動と地盤 海域の水質

11:50	−	12:50 昼休憩

12:50	−	14:10 長周期波 津波波力3 侵食対策と自然再生 船舶と航行 水質と流動

14:20	−	15:40 護岸と越波 粘り強い構造 漂砂 運輸の防災・減災 高潮

15:50	−	17:10 消波構造物 津波越流 侵食対策工法

17:15	−	17:25 閉会挨拶

JR新潟駅より徒歩20分、タクシー5分、路線バス（佐渡汽船行き「朱鷺メッセ」バス停下車）












